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世帯

市長へも伝えよう・・・

　政令指定都市として新たなスタートを切る相模原市は、より
一層魅力を高め、より自立した都市づくりを進めていきます。
　こうした都市づくりの方向は、まさに私たち自治会が取り
組む地域づくりにもあてはまります。
　一人ひとりの知恵と力が集まれば、それは「地域力」とし
て、魅力ある自立したまちをつくるエネルギーになります。
　このエネルギーを、相模原市の新たなまちづくりの仕組み
の中へ十分に注ぎ込み、地域の中心的な存在として、これか
らも変わらずに、地域の笑顔を支えていきましょう。

　区の個性や特徴を活かしたまちづくりを進める拠点となる
区役所や、自主的・自立的なコミュニティ形成の拠点となる
まちづくりセンター。自主的な話し合いの場であるまちづく
り会議。
　こうした、新たなまちづくりの仕組みがスタートします。
私たち自治会の活躍の場は、大きく広がっていきます。

まちづくり会議

　地域のまちづくりの課題
について自主的に話し合
い、解決につなげます。
　現在、設立に向けて各地
区自治会連合会等が中心と
なり準備を進めています。

自主的・自立的な
コミュニティ形成
の拠点です。

※区役所が設置される地区
は、地域政策課がその機
能を果たします。

まちづくりセンター

活躍の場が広がる・・・
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政令指定都市を迎えた今・・・

　　　　　　　私たちがめざすもの・・

政令指定都市さがみはらの一員として、私たち自治会がめざしていくもの
　それは、みんなが明るく楽しく笑顔で暮らせる地域をつくること。
　知恵と力を結集し、私たちは、地域の幸せを実現していく・・・

魅力を高め、自立した地域をつくる・・・

みんなで考える・
・・

地域の笑顔のた
めに・・・



自治会報さがみはら平成 22年（2010）３月 No.56（2）

　

11
月
16
日
（
月
）、
市
自
治
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
『
市
政
を
話
し

合
う
会
』
が
市
役
所
で
開
か
れ
、
加
山
市
長
と
本
会
役
員
・
理
事

（
22
名
）
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、「
相
模
総
合
補
給
廠
の
早
期
利
用
」「
避
難
所
の
運
営
」

「
地
域
医
療
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
自
治
会
と
し
て
、
ま
た
相
模
原
市
と

し
て
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
政
令
指
定
都
市
移
行
後
に
新

た
に
相
模
原
市
の
事
務
と
な
る
「
教
職
員
の
採
用
」
や
、
政
令
指
定

都
市
移
行
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
等
に
つ
い
て
、
市
長
と
の
活
発
な
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
（
水
）、
13
日
（
金
）、
15
日
（
日
）
の
３
日
間
、
自
治

会
長
と
市
長
が
市
政
に
つ
い
て
対
話
を
す
る
「
市
民
と
市
長
が
語
る

会
」
が
、
市
内
３
会
場
（
南
合
同
庁
舎
、
あ
じ
さ
い
会
館
、
サ
ン
・

エ
ー
ル
さ
が
み
は
ら
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
市
長
が
、都
市
基
盤
整
備
や
、福
祉
、教
育
、環
境
な
ど
様
々

な
分
野
に
わ
た
り
「
相
模
原
市
の
将
来
構
想
」
や
政
令
指
定
都
市
移

行
後
の
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
し
た
自
治
会
長
が
、
基
地
や
財
政
、
福
祉
な
ど
の

問
題
や
、
自
治
会
加
入
促
進
に
向
け
た
市
の
取
組
み
、
政
令
指
定
都

市
さ
が
み
は
ら
の
「
人
が
集
ま
る
都
市
づ
く
り
」
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
、
ま
た
、
市
長
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
『
自
治
会
活
動
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
』
が
、
平
成
22
年
２
月

６
日
（
土
）、
相
模
原
市
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動
に
従
事
さ
れ
、
心

の
か
よ
い
あ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
の
福
祉
向
上

に
寄
与
さ
れ
た
方
に
、
相
模
原
市
が
そ
の
ご
尽
力
に
対
し
て
感
謝

の
意
を
表
す
も
の
で
す
。

　

22
地
区
の
各
自
治
会
連
合
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
62
名
の
方
が
市

長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

受賞者の皆さん

自治会長と市長との話し合いの場
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平
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21
年
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市
民
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会
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自
治
会
長
と
市
長
が
、
相
模
原
市
の

　
　
　

将
来
構
想
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
！

『
自
治
会
活
動
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
』

　
　

62
名
の
方
へ
市
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

津久井広域道路の建設に付随する周辺整備の方針について
財産区管理の山への進入路について

青根の地域、経済振興策について
地上デジタル放送移行に伴う諸問題について
市の防災計画について

名手橋の老朽化対策について
災害予防の見地からの生活道路対策について
津久井湖周遊歩道について
道志川下流域における振興策について　ほか

湖月荘跡地について
通学路の安全・防犯対策について
さがみ縦貫道路城山インターチェンジ周辺のまちづくり
について
若葉台地区歩道面の整備とバリアフリー化について

中央自動車道防音壁の設置推進について
沢井隧道の拡幅について
県道521号（佐野川上野原） の野沢峠周辺道路の拡幅について
地上デジタルテレビの藤野中継局（仮称）の新設について
　ほか

県道整備及び津久井広域道路について
大規模残土の埋め立てに関わる規制強化条例の制定について
上水道整備について　ほか

国道412号の整備について
観光資源再点検と整備について ～ 点から線へ更に面へ ～
自治会法人化と地域集会所の譲渡について

中央道相模湖東入口インター（東京方面入口）の開設について
相模湖畔の公園駐車場の改良について
県道515号（三井相模湖）の安全対策について
合併による制度の統合について　ほか

骨格となる道路整備について
相模川周辺の観光資源の活用について

歩道整備（歩行者の安全対策）について
消防団について
安全な生活道路の整備について　ほか

東林地区における消防団受持区域の見直しについて
相模原南警察署の移転について
上鶴間４丁目大和境変則交差点の改善等について
ふれあい広場の樹木について　ほか

ごみ集積所のメンテナンス・その他について
ふれあい広場の設置基準の緩和について
小型こどもセンターを併設した多目的センターの整備に
ついて

麻溝公民館・出張所の駐車場増設について
Ｔ字路標示等について
相模川流域等危険防止赤旗の設置について

商店街の活性化について
都市計画道路村富相武台線の４車線化の整備について

市道淵野辺古淵の未整備部分の安全対策と同路線のバイ
パス建設計画について
自治会長及び地区自治会連合会役員選任の課題について

望地の国有地及び水田地帯の親水公園整備等について
（仮称）下九沢大島線について
相模線の複線化について

（高齢者の）コミュニティ施設設立検討協議会への今後の
支援について
これからの市の高齢者施策について

相模線番田駅への東西進入道路と駅前広場の整備について

ひばり放送の改善について
共同墓地（合葬墓）の建設計画の進捗状況について
国民年金健康保養センター「さがみの」について

コミュニティ施設設立検討課題その後について
政令指定都市を機に自治会費相当分の特殊税設定について
交通と人体に害をおよぼすことのない安心して住める新
たな街路樹対策について
公園等のない地域に施設の設置を　ほか

旧相模原工業技術高等学校跡地及び県職員住宅跡地の今
後の利用計画について
学校の空き教室の利用について
国民年金健康保養センター「さがみの」について
　
市道47号のバリアフリー型歩道への整備促進及びキャン
プ座間ゴルフ場側道の相互利用について
相武台まちづくりセンターにおける「まちづくり区域」に
ついて
公民館（出張所併設）の大規模改修等について

南橋本駅（付近）への交番設置について
「清新公民館周辺事業検討委員会」への協力と意向等尊重
について
小田急多摩線延伸の促進について　ほか

相模総合補給廠及び小田急多摩線延伸に関連して
宮下地区の道路整備の促進について
相模総合補給廠の西側・南側のフェンス沿いの歩道の自転
車と歩行者の通行区分ラインについて　ほか

神奈川県相模原南警察署移転について
ＢＲＴ問題について
避難所運営協議会補助金交付制度の見直しについて　ほか

県立新磯高等学校跡地の活用について（防災コミュニティ
公園の整備）
新戸踏切に接道する市道新戸111号の拡幅及び線形改良
について
市道の拡幅整備等について
上磯部相模川河川敷「浚渫工事」の早期実施等について　
ほか
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三　井
中　央
7/4 ㈯

城　山

7/4 ㈯

藤野町
北　部

7/5 ㈰

藤野町
南　部
7/5 ㈰

内　郷

7/12 ㈰

与　瀬
小　原
千木良
7/12 ㈰

大　沢
8/6 ㈭

大野中
8/11 ㈫

東　林

8/13 ㈭

橋　本

10/5 ㈪

麻　溝

10/13 ㈫

相模台
10/15 ㈭

大野北

10/16 ㈮

田　名

10/19 ㈪

横　山

10/20 ㈫

上　溝
10/22 ㈭

中　央

10/23 ㈮

星が丘

10/27 ㈫

光が丘

10/29 ㈭

相武台

10/30 ㈮

清　新

11/2 ㈪

小　山

11/5 ㈭

大野南

11/6 ㈮

新　磯

11/9 ㈪

地　区
（開催日） 議　　題　　名 地　区

（開催日） 議　　題　　名 地　区
（開催日） 議　　題　　名

市自治会連合会と相模原市が共催する『地域市政懇談会』が今年度も各地区で開催されました。以下の議題について、それぞれの地区で活発な議論が交わされました。

今年度も26箇所で地域市政懇談会を開催
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い
作
品
を
仕
上
げ
た
と
き

や
、「
書
の
甲
子
園
」
に
出

場
し
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

時
な
ど
は
、
と
て
も
楽
し
い

瞬
間
で
す
ね
。
ち
な
み
に
、

私
自
身
、
字
が
下
手
で
苦
労

し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
そ

う
い
う
人
を
教
え
て
上
手
に

す
る
自
信
は
あ
り
ま
す
よ
！

　

ま
た
、
書
画
研
究
・
伯
水

会
と
い
う
サ
ー
ク
ル
を
立
ち

上
げ
、
現
在
、
市
内
２
ヶ
所

で
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
、
市

の
「
あ
じ
さ
い
大
学
」
で
講

座
を
持
つ
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
定
年
後
の
ほ
う
が
忙

し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
わ
け

で
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
と

聞
か
れ
た
ら
、「
自
分
の
書

に
没
頭
す
る
時
間
が
取
れ
な

い
こ
と
」
と
答
え
ま
す
ね
。

今
後
の
抱
負
は
？

　

も
っ
と
も
っ
と
書
画
の
世

界
を
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
。

書
画
家
と
し
て
自
分
の
目
指

す
作
品
を
追
い
求
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

推
薦
者
の
声

　

自
治
会
活
動
に
も
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
田
澤
さ

ん
。
教
育
者
と
し
て
も
ま
だ

ま
だ
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
忙

し
い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

自
治
会
活
動
に
関
す
る
相

談
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
悩
み
も
少
な
く

な
い
よ
う
で
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
に
も
妥
協
せ

ず
、
常
に
前
向
き
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
田
澤
さ
ん
で
す
が
、

や
は
り
、
書
画
へ
の
情
熱
が

一
番
で
し
ょ
う
か
。
更
な
る

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

麻
溝
地
区
自
治
会
連
合
会

中
嶋　

晴
之　

熱
意
の
あ
る
方
で
、
多
忙
な
中

に
も
充
実
し
た
自
治
会
活
動
が

で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
書
」
と
の
出
会
い
は
？

　

大
学
時
代
に
、
当
時
、
昭
和

天
皇
の
祐
筆
を
務
め
て
い
た
中

島
司し
ゆ
う有

先
生
と
出
会
い
、
初
め

て
書
の
世
界
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
時
か
ら
、
古
典
・
古
筆
の

魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
中
島
先
生
の
研
究
会

に
も
所
属
し
、
本
格
的
に
勉
強

を
始
め
ま
し
た
。
た
だ
、
私
自

身
、
字
が
上
手
だ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
最
初
の
う
ち
は
、
と

て
も
苦
労
し
た
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
教
員
と
な

り
ま
し
た
が
、
書
道
展
な
ど
に

作
品
を
出
展
し
な
が
ら
、
日
々
、

技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

書
家
で
も
な
く
画
家
で
も
な
く

書
画
家
？

　

最
初
は
書
（
い
わ
ゆ
る
字
）

の
み
の
作
品
を
描
い
て
い
ま
し

た
。
40
歳
の
頃
、
水
墨
画
を
学

び
始
め
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
も
筆
を
使
い
慣
れ
て
い
た
た

め
か
、
思
い
の
ほ
か
上
手
に
書

く
こ
と
が
で
き
た
の
に
は
自
分

で
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
水
墨
画
と
の
出
会
い

が
、
私
の
作
品
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
通
常
は
、
書
な
ら
書
、
水

墨
画
な
ら
水
墨
画
と
い
う
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
作

品
が
多
い
の
で
す
が
、
私
が
目

指
す
の
は
、
書
と
画
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
融
合
）
し
た
作

品
で
す
。
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、

画（
水
墨
画
）の
中
に
書（
文
字
）

が
入
る
作
品
で
す
。
で
す
の
で
、

私
は
「
書
画
家
」
な
の
で
す
。

〝
先
生
〟
と
し
て
の
活
動
は
？

　

現
在
は
、
県
立
城
山
高
校
で

非
常
勤
講
師
を
務
め
て
い
ま

す
。
書
道
部
の
顧
問
と
し
て
も

生
徒
に
書
を
教
え
る
立
場
で
す

が
、
生
徒
た
ち
の
上
達
ぶ
り
を

見
る
の
は
何
よ
り
の
楽
し
み
で

す
。
教
員
と
し
て
の
性
分
で
し

ょ
う
か
。
教
え
る
こ
と
も
大
好

き
で
、
生
徒
た
ち
が
す
ば
ら
し

　

こ
の
欄
で
は
、
各
界
で
活
躍

さ
れ
る
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
、
上
溝
地
区
に
お

住
ま
い
の
、書
画
家
「
田
澤 

昇
」

さ
ん
で
す
。

　

田
澤
さ
ん
は
、
平
成
21
年
に
、

我
が
国
最
大
の
書
道
展
で
あ
る

毎
日
書
道
展
（
第
61
回
）
で
、

文
部
科
学
大
臣
賞
と
並
ぶ
最
高

賞
で
あ
る
「
会
員
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
会
員
賞
の
受
賞
作

家
は
翌
年
か
ら
「
審
査
会
員
」

と
な
り
、
審
査
員
の
資
格
を
得

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
上
溝
の
田
澤
さ
ん
の

お
宅
へ
伺
い
ま
し
た
。

上
溝
の
印
象
は
？

　

私
は
、
昭
和
15
年
に
東
京
の

中
野
区
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
生

ま
れ
も
育
ち
も
東
京
で
し
た

が
、
昭
和
50
年
に
上
溝
に
越
し

て
き
ま
し
た
。

　

上
溝
は
、
緑
が
多
く
、
自
宅

の
前
に
は
鳩
川
が
流
れ
て
お

り
、
シ
ラ
サ
ギ
が
飛
ん
で
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
然
が
豊

か
な
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
周
辺
に
多
く
の
住

宅
が
建
ち
並
び
、
当
初
と
は
だ

い
ぶ
様
子
も
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
、

新
旧
混
沌
と
し
て
い
ま
す
が
、

政
令
市
移
行
後
に
は
ど
の
よ
う

な
街
に
な
る
の
か
楽
し
み
で
も

あ
り
ま
す
。

自
治
会
活
動
は
？

　

四
ツ
谷
自
治
会
で
は
、
副
会

長
と
し
て
、
主
に
消
防
団
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
忙

し
い
仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す

し
、
自
治
会
加
入
率
の
向
上
の

た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
か
な
ど
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
現
在
の
会
長
が
と
て
も

鳥
屋
川
尻
線

津久井湖

城山湖

城山自然
ふれあい水路
ホタル

川尻八幡宮

峰の薬師

金刀比羅宮

評議原

金刀比羅宮
参道入口

谷
津
川

相
模
川

串川

小綱
諏訪神社

根小屋
諏訪神社

橋 本 駅
バス２２分

橋 本 駅
バス２２分

橋 本 駅
バス15分

WC

WC

城山高校前バス停

城山山頂

津久井城址
展望デッキ

桜の小道

展望台
観光センター

上中沢バス停

北根小屋バス停

三井大橋

鳥屋川尻線

城山ダ
ム

長竹
川尻
線

小倉
橋

新小倉
橋

WC

WC

WC

さがみ縦貫道路

津久井湖・城山コース

WC

展望デッ

WC

城

津久井城址津
キ

城城山城城山城山城山城山城城山城城城城山

橋 本橋橋 本橋橋 本橋橋 本橋 本橋 本橋 本橋橋橋 本橋橋橋
バスバスバスバスバスバスバスバスバスバスバ

光センター

城城城城城城城城城城城城城城城
WC

城山山頂

WC

本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本本本 駅本 駅本
沢バス停
本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅本 駅駅本 駅本 駅駅駅駅
ス２２ス２２ス２２ス２２ス２２ス２２ス２２ス２２２２２２分分分分分分分分分

展望台

WC

展望台
C

城山湖

がみがみがみがみがみがみがみがみがみみみみみがみ縦貫道縦貫道縦貫道縦貫道縦貫道縦貫道縦貫道縦貫道縦貫道貫縦貫道道縦縦貫 路路路路路路路路路路路路路

評評評評評評評評評評評評評評評

7

6

5

1

2

3

城山総合事務所
入 口 バ ス 停

4

かたくりの里コース

津久井湖記念館

神　社
寺　院
城　跡
見　所
サクラ

城山湖（本沢ダム） 本沢梅園

県立津久井湖城山公園
「花の苑地」

県立津久井湖城山公園
「水の苑地」

県立津久井湖城山公園
「パークセンター」

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃・・・

お
い
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、

春
の
つ
く
い
を
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？

◇根小屋地区にあるパークセンターは、平成
18年４月にオープン。城山の歴史や自然
を紹介しています。

◇津久井城は、戦国時代の山城でした。戦国
の世に思いを馳せながら、豊かな自然を満
喫してみては。城山は、かながわの景勝50
選に選ばれています。

◇なんといっても桜でしょう。桜の小道やガー
デンハウスなど、花の香りが満ちたエリア
を散策してください。

◇津久井湖と相模川。「水」を感じることがで
きるスポットです。津久井湖と城山を一望
することができます。

◇散策路を歩き、城山湖を1周することがで
きます。このあたりは野鳥の宝庫であり、野
鳥観察所や展望台が設置されています。

◇南関東一のカタクリの群生地「かたくりの
里」（かながわの花の名所100選）では、３
月下旬から４月上旬まで可憐なカタクリの
花を楽しむことができます。

◇約１，０００本の梅が栽培されています。３月
中旬まで一般開放しており、梅の花で白一
色に染まる景観を、ぜひ一度ご堪能ください。

城山湖（本沢ダム） かたくりの里本沢梅園

県立津久井湖城山公園
「花の苑地」

県立津久井湖城山公園
「パークセンター」

城山（津久井城址）県立津久井湖城山公園
「水の苑地」

城山湖（城山湖（城山湖（

を
感
じ
る
今
日

感
吸

が

県立津久県立津久県立津久
「水の苑「水の苑「水の苑

津久井湖 城山

県立津久県立津久県立津久
「花の苑「花の苑「花の苑

園園園

長長長長

園園園 城山（津

サクラ

県立津久県立津久県立津久
「パーク「パーク「パーク

かたくり本沢梅園本沢梅園本沢梅園1 32

4 5 6 7

峰の薬師峰の薬師峰の薬師峰の薬師峰の薬師峰の薬師峰の薬師峰の薬師薬師の薬師の薬師師峰の薬の峰 薬師薬

三井

鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川鳥屋川川鳥屋川川尻線尻線尻線尻線尻線尻線尻線尻線尻線尻線尻線尻線尻線尻線尻線尻線屋川
WC

か

 春の
“つくい”
 を歩こう！

筆を手にする田澤さん

作品の前で
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接
収
前
に
は
、
引
揚
者
用
宿
舎
、

旭
小
学
校
分
校
等
も
設
置
さ
れ
、

筆
者
も
分
校
校
庭
で
野
球
を
や
っ

た
も
の
で
す
。

米
軍
基
地
と
し
て
、
フ
ェ
ン
ス

に
閉
ざ
さ
れ
て
以
来
、
50
数
年
ぶ

り
に
、
相
模
原
の
小
山
に
戻
っ
て

く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
返
還
用
地
が
、
新
生
相
模

原
の
中
心
地
と
し
て
開
発
さ
れ
る

こ
と
は
、
我
々
小
山
の
住
民
に

と
っ
て
、
誇
り
に
な
る
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、
小
山
の
ま
ち
づ

く
り
も
、
周
辺
地
域
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

40
年
の
歴
史
あ
る
相
模
原
市
自

治
会
連
合
会
の
古
く
て
新
し
い

テ
ー
マ
、
そ
れ
が
「
自
治
会
加
入

の
課
題
」
で
す
。

市
全
体
の
自
治
会
加
入
率
60
・

72
％
（
Ｈ
21
年
４
月
１
日
現
在
）
を

か
ろ
う
じ
て
上
回
っ
て
い
る
大
沢
地

区
に
と
っ
て
も
、
出
来
る
限
り
多

く
の
地
域
住
民
に
加
入
い
た
だ

き
、
大
沢
を
上
げ
て

の
地
域
力
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
た
い
と
の
願

い
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す

と
、
は
じ
め
に
「
自

治
会
加
入
促
進
専
門

部
会
」
を
立
ち
上
げ
、

20
年
度
に
地
区
連
会

則
の
一
部
改
正
を
行

い
、
21
年
度
の
地
区

連
予
算
に
「
自
治
会

加
入
促
進
費
」
を
事

業
費
と
し
て
計
上
し

て
同
部
会
を
発
足
。

構
成
員
で
あ
る
19
年

度
・
20
年
度
の
自
治

会
長
か
ら
、
経
験
を
生
か
し
た
ア

イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
未

加
入
世
帯
へ
の
実
態
や
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
、
今
年

の
「
自
治
会
加
入
促
進
月
間
」
で

は
、
新
規
加
入
は
123
世
帯
で
、
加

入
率
は
約
１
％
ア
ッ
プ
い
た
し
ま

し
た
。
大
沢
地
区
に
は
、
集
合
住

宅
で
の
自
治
会
新
設
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
山
積
み
で
す
が
、
一
つ
ひ

と
つ
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
な
が

ら
、
解
決
の
糸
口
を
探
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
地
区
は
、
相
模
の
大
凧
と
相

模
川
堤
防
敷
法
面
を
ピ
ン
ク
の
絨

毯
に
す
る
芝
ざ
く
ら
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

特
に
今
年
は
政
令
指
定
都
市
誕

生
を
祝
し
、
新
磯
地
域
全
体
で
大

凧
あ
げ
を
中
心
と
し
た
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
他
県

の
め
ず
ら
し
い
凧
あ
げ
が
見
ら
れ

ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
家
族
皆
さ

ま
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
南
関
東
直
下
型
地
震
や

東
海
地
震
等
の
大
規
模
地

震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
地
震
は
い
つ

起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
、
小
中
学

校
等
を
避
難
所
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
広
さ
や
長
期

化
し
た
場
合
の
問
題
点
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
対
応
で
き
る
広
域
避

難
場
所
と
し
て
の
候
補
地

が
当
自
治
会
内
に
あ
り
ま

す
の
で
、
昨
年
11
月
千
葉

県
の
大
洲
防
災
公
園
へ
自

治
会
長
研
修
で
行
き
ま
し

た
。
地
下
式
循
環
型
非
常

大
野
北
地
区

大
野
北
地
区

自
治
会
連
合
会 

会
長

河
本　
　

博

No.44

淵
野
辺
村
と

　
　

旗
本
岡
野
の
お
殿
様

　

昭
和
十
五
年
四
月
、
軍
都

相
模
原
を
目
指
し
て
二
町
六

个
村
が
合
併
、
相
模
原
の
基

盤
が
で
き
る
ま
で
は
、
南
は

現
在
の
東
林
間
か
ら
、
北
は

大
野
台
、
矢
部
を
含
め
た
西

門
通
り
ま
で
の
一
帯
が
高
座

郡
大
野
村
で
広
く
細
長
い
村

で
し
た
。

自
治
会
報  

さ
が
み
は
ら

●
編
集
委
員

藤
井　
　

保　

河
本　

陽
一

（
城
山
町
） 

（
大
野
北
）

鯉
登　
　

茂　

鈴
木　

文
昭

（
橋　

本
） 

（
田　

名
）

河
本　
　

博　

中
嶋　

晴
之

（
大
野
北
） 

（
麻　

溝
）

長
谷
川
光
義　

富
永　

尚
行

（
上　

溝
） 

（
東　

林
）

田
代　

明
寛　

八
木　

球
貴

（
清　

新
） 

（
城
山
町
）

門
倉　
　

茂

（
光
が
丘
）

小
山
地
区
は
、
横
浜
線
相
模
原

駅
周
辺
の
商
業
施
設
・
大
規
模
マ

ン
シ
ョ
ン
集
中
地
区
、
境
川
南
に

位
置
し
東
西
に
連
な
る
宮
下
地

区
、
西
側
に
位
置
す
る
工
業
地
区
、

そ
し
て
こ
れ
ら
の
３
地
区
に
囲
ま

れ
た
住
宅
地
区
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
人
口
は
約
２
万
人
で
、
９
つ

の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。

見
方
に
よ
っ
て
は
、

相
模
原
全
体
の
縮
図
の

よ
う
な
地
区
と
も
い
え

ま
す
。

現
在
、
小
山
地
区
の

最
大
の
話
題
は
、
米
軍

総
合
補
給
廠
の
一
部
返

還
・
共
同
使
用
で
あ
り

ま
す
。
相
模
原
駅
の
西

北
部
に
位
置
す
る
広
大

な
土
地
の
利
用
計
画
が

進
ん
で
い
ま
す
。
加
え

て
小
田
急
多
摩
線
の
相

模
原
駅
へ
の
乗
り
入
れ

に
向
け
検
討
も
進
ん
で

お
り
、
政
令
指
定
都
市
・

新
相
模
原

の
中
心
地

と
し
て
の
ま
ち
づ
く

り
が
始
ま
り
ま
す
。

相
模
原
は
昭
和
29

年
に
市
に
移
行
し
ま

し
た
が
、
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
今
回
の
約
52 

ha
の
土
地
が
、
朝
鮮

戦
争
の
た
め
で
し
ょ

う
か
、
米
軍
に
よ
り

接
収
さ
れ
ま
し
た
。

接
収
前
、
昭
和
22
年

の
航
空
写
真
に
よ
り

ま
す
と
、
旧
陸
軍
工

廠
の
車
両
走
行
テ
ス

ト
コ
ー
ス
、
従
業
員

宿
舎
な
ど
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
し
て
、

「
地
域
力
」

ア
ッ
プ
の
た
め
に

　

大
沢
地
区
自
治
会
連
合
会

会  

長　

八
木
　
次
夫

﹁
自
治
会
報　

さ
が
み
は
ら
﹂
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活
動
・

話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９

E-mail:info@sagamihara-jichiren.ne.jp

）へ

ご
案
内
と
お
願
い

補
給
廠
返
還
に
よ
る

小
山
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

小
山
地
区
自
治
会
連
合
会

会　

長　

武
井
　
弘
吉

安
心
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

新
磯
地
区

　

自
治
会
法
人　
新
戸
自
治
会
連
合
会

会  

長　

加
藤
　
裕
晧

用
飲
料
水
貯
水
槽
や
炊
き
出
し
時

に
か
ま
ど
に
な
る
ベ
ン
チ
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
、
物
資
輸
送
の
中
継
拠
点
、

非
常
用
大
型
便
槽
、
さ
ら
に
隣
に

急
病
診
療
所
も
あ
り
、
う
ら
や
ま

し
い
限
り
で
し
た
。
平
常
時
は
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
の
交
流

拠
点
に
も
な
っ
て
い
て
、
心
と
体

の
健
康
増
進
に
も
役
立
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
う
ら
や
ん
で
ば
か
り

で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
、

で
き
る
こ
と
か
ら
地
道
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
日
ご
ろ
の
備
え
を
欠
か
さ
ず

に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も
地
域
の

住
民
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
研
修
会
の
成
果
を
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
自
治
会
連
合
会
の
広
報
部
会
長

と
し
て
、
今
年
度
、
２
回
の
会
報
発
行

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
報
の
編
集
を
し
て
い
る
と
、
様
々

な
地
域
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
あ
そ
こ
の
自
治
会
で
は
、
こ
ん

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
よ
」
と
か
、

「
昔
、
あ
の
土
地
は
、
こ
う
だ
っ
た
ん

だ
よ
」
な
ど
、
編
集
委
員
の
中
か
ら
も

様
々
な
情
報
が
飛
び
交
い
、
こ
う
し
た

中
か
ら
も
、
皆
さ
ま
へ
伝
え
る
べ
き
情

報
を
選
び
な
が
ら
会
報
の
編
集
に
あ
た

っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、今
年
度
、会
報
の
中
で
特
に

取
り
上
げ
て
き
た
の
は
、 

政
令
指
定
都

市
移
行
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
ち
づ

く
り
会
議
な
ど
の
話
題
で
し
た
。

自
治
会
活
動
で
の
課
題
は
、
地
域
全

体
の
課
題
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
課
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
会
議

な
ど
の
新
し
い
仕
組
み
を
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
大
い
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
会
報

が
、
少
し
で
も
皆
さ
ま
の
日
ご
ろ
の
自

治
会
活
動
に
お
役
に
立
て
れ
ば
、
編
集

に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
う

れ
し
い
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

１
年
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
自
治
会
連
合
会　

広
報
部
会

　
　

部
会
長　

藤
井　
　

保　

（
城
山
町
地
区
自
治
会
連
合
会
）

自治会長会議で加入促進に向けて話し合う

大洲防災公園にて

当時の相模総合補給廠（航空写真）

　

そ
の
ほ
ぼ
中
央
、
今
の
淵
野
辺

本
町
、
東
淵
野
辺
、
古
淵
に
か
け

て
の
高た

か
く
ら座
川が

わ

（
現
在
の
境
川
）
流

域
一
帯
が
江
戸
時
代
ま
で
相
州
淵

野
辺
村
で
し
た
。
こ
の
淵
野
辺
村

は
、
お
殿
様
、
旗
本
岡
野
氏
が
領

主
と
し
て
治
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

淵
野
辺
村
の
古
寺
、
淵え

ん
げ
ん
ざ
ん

源
山
龍

像
寺
は
、
地
名
由
来
と
な
る
南
北

朝
時
代
の
武
将
、
淵
辺
伊
賀
守
義

博
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
、
天
台
沙

門
存
光
師
に
よ
り
建
立
さ
れ
、
伊

賀
守
守
護
延
命
地
蔵
尊
が
安
置
さ

れ
、
江
戸
時
代
の
淵
野
辺
村
の
領

主
、
旗
本
岡
野
越
中
守
の
菩
提
寺

と
し
て
七
百
有
余
年
の
歴
史
を
刻

み
、
寺
の
南
高
台
に
は
岡
野
家
累

代
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

　

淵
野
辺
村
領
主
旗
本
岡
野
氏
の

家
系
は
、
平
氏
維こ

れ
ま
さ将
流
に
端
を
発

し
遠
祖
は
鎌
倉
幕
府
末
期
の
執
権

北
条
高
時
の
次
男
相
模
太
郎
時
行

と
言
わ
れ
ま
す
。
初
代
善
兵
衛
某

は
北
条
を
姓
と
し
、
小
田
原
初
代

の
北
条
早
雲
に
仕
え
、
二
代
目
越

中
守
泰
行
は
田
中
姓
を
名
乗
り
、

三
代
目
越
中
守
融
成
は
僧
侶
で
才

気
に
富
み
、
の
ち
に
江
雪
と
号
し

ま
し
た
。
小
田
原
落
城
後
は

秀
吉
に
仕
え
幕
府
の
要
職
に

付
き
ま
し
た
。
融
成
（
号
江

雪
）
の
長
子
、
岡
野
平
左
衛

門
房
恒
は
長
津
田
村
（
現
横

浜
市
緑
区
）
を
本
貫
と
し
て

一
千
五
百
石
を
領
し
ま
し

た
。
万
治
元
年
八
十
九
歳
で

没
し
、
長
津
田
の
大
林
寺
に

葬
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
雪
次
男
、
天
正
元
年
誕

生
の
岡
野
三
右
衛
門
房
次
が

後
に
初
代
淵
野
辺
村
の
領

主
、
殿
様
に
な
り
ま
す
。

　

家
康
八
男
徳
川
頼
宣
に
仕
え

駿
府
で
三
十
九
歳
で
没
し
ま
し

た
。
房
次
の
長
男
英
明
が
二
代

目
を
継
ぎ
、
千
四
百
十
石
余
り

を
知
行
し
、
そ
の
後
、
江
雪
の

子
孫
、
岡
野
一
族
が
江
戸
期
を

通
し
て
幕
末
ま
で
二
百
四
十
余

年
の
長
き
に
わ
た
り
淵
野
辺
村

の
領
主
を
勤
め
ま
し
た
。
岡
野

本
家
の
明
治
元
年
の
当
主
は
平

次
郎
で
淵
野
辺
村
分
家
は
初
代

孫
十
郎
友
明
か
ら
六
代
・
文
明

ま
で
続
き
、
明
治
元
年
の
当
主
は

房
太
郎
で
淵
野
辺
村
の
石
高
は

二
百
七
十
一
石
で
し
た
。

　

く
し
く
も
、
岡
野
氏
の
祖
先
は

北
条
高
時
の
子
時
行
で
淵
野
辺
村

地
頭
の
義
博
が
家
臣
と
し
て
仕
え

た
足
利
直
義
と
建
武
二
年

（
一
三
三
五
）に﹁
井
出
の
沢
合
戦
﹂

（
戦
域
は
淵
野
辺
・
古
淵
の
境
川

流
域
か
ら
町
田
市
恩
田
川
に
至
る

地
域
）
で
激
戦
を
交
わ
し
た
あ
の

子
孫
が
淵
野
辺
村
の
殿
様
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

　

歴
史
の
い
た
ず
ら
と
は
い
え
古

淵
に
あ
る
﹁
大
日
堂
﹂
の
設
立
も

﹁
井
出
の
沢
合
戦
﹂
の
死
者
鎮
魂

供
養
の
た
め
と
い
わ
れ
、
岡
野
氏

の
先
祖
供
養
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

子
母
沢
寛
氏
の
小
説
、﹁
父
子

鷹
﹂
に
よ
る
と
岡
野
家
の
江
戸
屋

敷
は
本
所
入
江
町
に
あ
り
ま
し

た
。
御
家
人
、
勝
小
吉
が
岡
野
家

に
居
候
を
し
た
の
は
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
か
ら
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
頃
ま
で
と
言
わ
れ

ま
す
。

　

小
吉
は
、
行
動
力
も
あ
り
、
岡

野
家
の
年
貢
徴
収
な
ど
で
活
躍

し
ま
し
た
。
ま
た
岡
野
家
用
人
の

大
川
丈
助
を
め
ぐ
る
様
々
な
事

件
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
題
名

の
父
子
は
父
・
勝
小
吉
、
子
・
勝

海
舟
の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
や
が
て
明
治
の
新
し
い
時
代

に
入
り
ま
す
。

岡野氏墓地の文化財説明板

淵源山龍像寺

相模総合補給廠の一部返還予定地

共同使用
約35ha

返　還
約15ha

返　還
鉄道・道路用地
約2ha

の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。


